
高い精度に感動！生まれた安心感

現場を通じて

人から人へ繋がる。

今回の現場は、宮城県仙台市を走る国道
4号線の道路改良工事。交通量の多い国
道沿いの法面整形の現場だ。施工するの
は同県に拠点を置く後藤工業(株)様。導
入の経緯を工事部課長で作業所長の小山
龍男さんに聞いた。「この現場の掘削工
程を(有)スズキ総業さんにお願いしまし
た。鈴木社長は他の現場でＩＣＴ建機を
導入した経験があり、その実績から、今
回もＩＣＴ建機で施工することを勧めら
れ、PC128USiの導入を決めました。」
と話した。(有)スズキ総業の鈴木社長
は、「この現場は国道バイパス沿いだか
ら、同業者や現場関係者など、色んな人
が車の中から見ています。ＩＣＴ建機で
丁張レスの施工をしている事に関心を示
して、車から降りて見ていく人もいまし
たよ。」と教えてくれた。
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昭和22年創業


土木・舗装工事を主体とする。

「誠実・実行」をモットーに


コンプライアンスの確立を図り、


先達からの技術の研鑽を糧に


未来の社会環境の創造に


全力をつくす。
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もし、導入しなかったら

コストが増えていた・・・

導入したPC128USiの感想を小山所長に
聞いた。「最初に感動したのは本当に図
面通りに作業機が制御されることです。
従来であれば工期に合わせて作業員を追
加する必要がありましたが、導入したこ
とによって最少人数で施工ができ、作業
員には他の業務に回ってもらって効率の
良い施工が進みました。導入しなかった
ら工期に間に合わなかったかも知れませ
んし、間に合わせる為に人や建機の台数
を追加導入したらコストが増えていまし
たね。」と教えてくれた。鈴木社長は、
「ＩＣＴ建機を入れることで精度は確保
できるので、安心感は間違いなくありま
す。規模に関係なくこの建機を導入する
ことをお勧めしたいですね。」と話し
た。
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